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渋滞損失から「時間価値」を考える 
１．熊本県下での渋滞損失  

 日常生活や事業活動に大きな影響を及ぼす渋滞は、経済的な損失にも直結します。特に熊本

市においては、主要渋滞箇所数と平均速度は、全国の政令指定都市（大阪市・名古屋市を除く）

の中でワースト 1位となっています。1人当たりの渋滞損失を金額換算すると、熊本県民で年

間約 13～17 万円、熊本市民では更に大きく年間約 17～24 万円と試算されました。 

２．渋滞解消と地域経済活性化への大きな期待 

 そのような中、熊本県・熊本市は 2021 年 6 月に発表した「熊本県新広域道路交通計画」の

中で、市中心部から高速道路 IC まで約 10 分、熊本空港まで約 20 分で結ぶ「10 分・20 分構想」

を掲げています（図表 1）。学識者および経済界で構成される「熊本都市圏連絡道路経済効果

等検討会」が昨年 12 月に実施した県民向けアンケートでは、本構想に期待する効果として「渋

滞緩和、移動時間短縮」を挙げた住民が約 9割に上っています（図表 2）。他にも「観光促進」

や「ビジネスの活性化」など、経済活性化に関する期待が 3～4割を占めています。 

３．時間価値を見つめ直し経営改善へ 

本構想実現による県下への経済波及効果は、年間約 1,500 億円と算出されました（図表 3）。

最近では、「時間」はヒト・モノ・カネ・情報に続く経営資源であるとも言われています。本

構想をきっかけに、自社にとっての「時間価値」を今一度見つめ直してはいかがでしょうか。 
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（図表 1）資料：熊本県・熊本市「熊本県新広域道路交通計画」（2021 年 6 月） 

（図表 2～3）資料：熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会報告書 

［図表 1］「１０分・２０分構想」の概要 ［図表 2］「１０分・２０分構想」に期待すること 

■【新規路線】広域道路ネットワーク計画（熊本都市圏拡大版）

（単位：億円/年） 熊本県

観光消費の増加 ３２８

企業進出投資の増加 ５９

日常消費の増加 ５０５

物流の活性化・効率化①（売上増加） ３２４

物流の活性化・効率化②（コスト削減） ２５８

CO2排出量削減の金銭的価値 ９

合計 １，４８３

生産額比※1 （参考値） ＋１．４７％

※1：経済波及効果合計を、産業連関表の域内生産額合計（生産額は企業での「売上高」
にあたるもの）で除したもの。（熊本県の例：1,483億円÷101,207億円＝1.47％）
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［図表 3］「１０分・２０分構想」実現による経済波及効果 
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